
▼
酒
造
に
関

す
る
基
本
的

な
こ
と
を
教

え
て
下
さ
い
。

日
本
酒
と
は
、
米
、
米
麹
、
水
を

原
料
に
造
る
日
本
を
代
表
す
る
酒
で

す
。
日
本
国
内
で
日
本
産
の
米
を
使
っ

て
造
っ
た
お
酒
を
『
日
本
酒
』
と
言

い
、
そ
れ
以
外
を
『
清
酒
』
と
呼
び

ま
す
。

『
造
り

酒
屋
』
と

は
、
一
般

的
に
地
域

の
小
規
模

な
酒
造
会

社
で
あ
り
、
大
き
な
造
り
酒
屋
は
酒

造
メ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

田
中
酒
造
の
こ
だ
わ
り

道
産
原
料
百
％
、
オ
ー
ル
純
米
酒

北
海
道
の
造
り
酒
屋
で
あ
る
こ
と

を
肝
に
銘
じ
、
原
料
は
北
海
道
産
を

百
％
使
用
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。

日
本
酒
は
純
米
酒
し
か
造
ら
な
い

こ
と
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
の
で
、

道
産
米
百
％
の
純
米
酒
蔵
で
す
。

観
光
造
り
酒
屋
と
し
て
成
長

▼
『
観
光
造
り
酒
屋
事
業
』
と
は
ど

ん
な
営
業
戦
略
で
す
か
。

経
営
学
的
に
は
『
差
別
化
戦
略
』

と
言
わ
れ
る
手
法
で
、
一
般
的
に
は

小
さ
い
会
社
が
取
る
戦
略
で
す
。

多
く
の
酒
造
会
社
は
、
製
品
を
直

接
、
消
費
者
に
は
販
売
し
ま
せ
ん
。

酒
造
会
社→

卸
問
屋→

小
売
店→

飲

食
店
、
消
費
者
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
販
売
し
ま
す
。
小
樽
市
は
、

国
内
外
で
有
名
な
観
光
地
に
な
り
ま

し
た
。
『
観
光
造
り
酒
屋
事
業
』
は
、

消
費
者
で
あ
る
観
光
客
に
酒
造
会
社

が
直
接
、
販
売
す
る
方
法
で
す
。
消

費
者
の
中
で
も
観
光
客
に
集
中
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

輸
出
に
参
入
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
リ
ス
ク
が
大
き
い
た
め
、
こ

の
戦
略
が
相
応
し
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
複
数
の
大
学
研
究
者
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

時
代
を
読
み
、
観
光
客
に
販
売

▼
小
樽
で
唯
一
の
造
り
酒
屋
と
な
り

ま
し
た
が
、
生
き
残
れ
た
の
は
な
ぜ

で
す
か
。

北
海
道
で
は
江
戸
時
代
か
ら
日
本

酒
が
造
ら
れ
始
め
た
よ
う
で
す
。
冬

が
寒
く
て
、
米
も
無
か
っ
た
の
で
大

変
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
小
樽
で
は

明
治
時
代
か
ら
清
酒
造
り
が
始
ま
り

ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
34
軒
の
造
り

酒
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
に
は
６

社
ま
で
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
戦
後

し
ば
ら
く
日
本
酒
は
大
い
に
売
れ
た

の
で
す
が
、
日
本
人
の
生
活
の
様
式

が
大
き
く
洋
風
に
変
化
し
、
段
々
と

ビ
ー
ル
や
ウ
ヰ
ス
キ
ー
な
ど
他
の
酒

に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
る
な
ど
し
て
、

日
本
酒
は
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
飲
酒
そ
の
も
の
が
、
楽
し

み
が
多
様
化
し
て
衰
退
し
て
い
ま
す
。

全
国
で
造
り
酒
屋
が
ど
ん
ど
ん
減

少
し
て
き
ま
し
た
。
田
中
酒
造
で
は
、

思
い
切
っ
て
小
樽
に
来
る
観
光
客
へ

の
販
売
に
専
念
す
る
こ
と
で
、
新
し

い
お
客
様
を
見
つ
け
ま
し
た
。
他
の

５
社
は
、
従
来
の
方
法
を
大
き
く
変

え
な
か
っ
た
の
で
、
縮
小
す
る
市
場

の
中
で
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

歴
史
的
建
造
物
を
維
持
す
る

▼
本
店
と
亀
甲
蔵
は
歴
史
的
建
造
物

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
維
持
管
理
は
大
変
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

２
つ
の
建
物
は
歴
史
的
建
造
物
、

都
市
景
観
賞
、
日
本
遺
産
の
構
成
文

化
財
、
と
３
つ
の
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
小
樽
市
に
は
歴
史
的
建
造
物

へ
の
修
繕
に
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま

す
が
、
少
額
で
外
面
だ
け
の
修
繕
と

い
う
条
件
が
あ
り
ま
す
。

本
店
の
建
物
は
古
い
の
で
、
修
繕

箇
所
も
多
く
維
持
管
理
は
大
変
で
す
。

さ
ら
に
近
年
、
修
繕
費
が
高
騰
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
古
い
建
物
な
の
で
、

現
在
の
修
繕
方
法
で
は
直
せ
な
い
部

分
も
沢
山
出
て
き
て
い
ま
す
。
昔
の

建
築
技
術
を
身
に
付
け
た
職
人
さ
ん

が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
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田中酒造 本店（色内３丁目２番５号）
1927年（昭和２年）に建て替えられた木造

２階建ての商家造り建築。小樽市の歴史的建

造物に指定されている。昭和初期当時に復元

された店内には古い大看板や帳簿などが展示

され、往事の造り酒屋の雰囲気を楽しむこと

ができる。

田中酒造 亀甲蔵（信香町２番２号）
1905年（明治38年）に建てられた石造倉庫

群で、小樽市指定の歴史的建造物。毎日、酒

造りを行っており、製造場を見学できる。駐

車場には大型観光バスがとまり、外国人観光

客の姿も頻繁に見られる。

亀甲蔵の店内、伝統と温かみがある。代表

銘柄の「宝川」などの試飲もできる。

代表取締役 田中 一良 氏
昭和32年生まれ。大学卒業後、８年

間の銀行勤務を経て家業を継ぐ。父親

の急死により、引き継ぎのないまま継

承し、「大変、苦労した」が、銀行で

経営やビジネスに関わったことが、

『観光造り酒屋事業』に繋がる。

田
中
酒
造
株
式
会
社
は
一
八
九
九
年
（
明
治
32
年
）
創
業
の
老
舗
で
、
現
在

小
樽
市
内
唯
一
の
造
り
酒
屋
で
あ
る
。
本
店
は
昭
和
初
期
の
商
家
造
り
建
築
、

亀
甲
蔵
は
明
治
38
年
に
建
て
ら
れ
た
石
造
倉
庫
群
の
一
部
で
、
共
に
小
樽
市
指

定
の
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
を
生
か
し
、
さ
ら
に
亀
甲
蔵
で

は
毎
日
、
酒
造
り
を
見
学
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
『
観
光
造
り
酒
屋
事
業
』
と
銘
打
ち
、
小
樽
を
活
気

づ
け
て
い
る
代
表
取
締
役
の
田
中
一
良
氏
（
四
代
目
）
に
お
話
を
聞
い
た
。

差
別
化
戦
略
▼
観
光
客
に
直
接
販
売



す
。
例
え
ば
、
屋
根
に
瓦
を
葺
く
瓦

職
人
、
壁
を
塗
る
左
官
、
畳
を
替
え

る
畳
職
人
な
ど
で
す
。

出
来
れ
ば
本
物
を
残
す
復
元
工
事

を
し
た
い
の
で
す
が
、
今
後
、
益
々
、

難
し
く
な
る
、
厳
し
く
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

▼
歴
史
的
建
造
物
の
復
元
の
予
算
は

出
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

建
物
の
外
観
の
補
修
に
は
出
ま
す

が
、
土
台
な
ど
大
が
か
り
な
工
事
に

は
予
算
が
つ
き
ま
せ
ん
。
本
店
は
木

造
建
築
で
初
め
て
の
認
定
に
な
り
ま

す
。
国
を
は
じ
め
と
す
る
公
的
機
関

か
ら
の
助
成
は
絶
対
に
必
要
で
す
。

▼
魅
力
の
あ
る
建
物
な
の
で
、
是
非

残
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
国
が

動
か
な
け
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

酒
造
り
は
雇
用
と
文
化
を
創
る

▼
地
酒
と
造
り
酒
屋
文
化
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

地
酒
造
り
は
、
昔
か
ら
の
産
業
で

小
規
模
の
業
者
を
造
り
酒
屋
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
酒
造
り
は
、
多
く
の
働

き
手
が
必
要
で
、
地
域
に
雇
用
を
生

み
ま
す
。
地
元
の
米
を
使
用
す
る
の

で
、
農
業
の
振
興
に
も
繋
が
り
ま
す
。

酒
造
り
は
、
歴
史
と
伝
統
が
深
い
仕

事
な
の
で
、
地
域
の
食
文
化
、
発
酵

学
、
化
学
、
文
化
、
芸
術
な
ど
多
様

な
文
化
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、

ま
た
、
造
り
酒
屋
は
お
金
持
ち
が
多

か
っ
た
の
で
、
地
域
文
化
の
中
心
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
日
本
全

国
で
造
り
酒
屋
が
地
域
の
文
化
の
中

心
を
担
っ
て
い
る
所
が
多
く
あ
り
ま

す
。
道
内
で
は
（
ニ
シ
ン
漁
で
栄
え

た
）
増
毛
の
国
稀
酒
造
、
（
炭
鉱
が

あ
っ
た
）
栗
山
の
小
林
酒
造
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

当
社
の
代
表
銘
柄
「
宝
川
」
は
ど

ん
な
お
食
事
に
も
合
い
ま
す
が
、
特

に
水
産
物
と
の
相
性
が
良
く
、
寿
司

屋
さ
ん
で
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

米
価
高
騰
で
も
外
国
人
に
期
待

▼
令
和
の
米
騒
動
の
影
響
は
？

こ
れ
ま
で
も
米
が
不
足
し
て
、
酒

造
り
が
出
来
な
い
事
態
に
追
い
込
ま

れ
た
こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
大
恐
慌
の
時
代
や
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
な
ど
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
時
ま
で
は
、
米
が
沢
山
有
り
過
ぎ

て
困
っ
て
い
ま
し
た
。
た
っ
た
数
年

で
米
不
足
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
米
騒
動
は
、

日
本
中
で
米
農
家
さ
ん
が
、
少
子
高

齢
化
な
ど
で
離
農
す
る
な
ど
、
減
少

期
に
入
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
数
量
が
少
な
く
て
、
価

格
の
高
い
米
を
手
に
入
れ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
日
本
酒
の

値
段
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
た
だ
で

さ
え
売
れ
て
い
な
い
の
に
、
益
々
売

れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
外
国
人
観
光
客
が
、
高
い

お
酒
を
買
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
当

面
は
、
外
国
人
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

予
想
を
上
回
る
外
国
人
観
光
客
数

▼
国
際
化
と
観
光
化
が
生
き
残
り
の

鍵
と
の
こ
と
で
す
が
？

戦
後
、
日
本
酒
を
飲
む
人
、
使
う

人
が
激
減
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

日
本
酒
業
界
で
は
、
従
来
の
方
法
で

は
生
き
残
れ
な
い
と
考
え
、
一
般
消

費
者
と
家
庭
や
飲
食
店
で
の
需
要
か

ら
、
造
り
酒
屋
を
観
光
施
設
に
す
る
、

観
光
客
に
地
酒
を
売
る
や
り
方
、
ま

た
、
日
本
人
が
飲
ま
な
い
の
な
ら
、

輸
出
し
て
外
国
人
に
飲
ん
で
も
ら
う

方
法
が
有
効
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

田
中
酒
造
は
、
そ
の
両
方
を
実
践

し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
現
在
の
よ

う
に
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
押
し

寄
せ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
嬉
し
い
誤
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
も

▼
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で
上
位
に
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

日
本
酒
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
色
々
あ

り
ま
す
。
田
中
酒
造
で
は
、
主
に
信

頼
で
き
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
し
て

い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
と
は
、
国
や

都
道
府
県
、
公
的
機
関
が
実
施
す
る

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
全
国
新
酒
鑑
評

会
、
札
幌
国
税
局
新
酒
鑑
評
会
、
南

部
杜
氏
協
会
自
醸
清
酒
鑑
評
会
の
３

つ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
毎
年
、
出
品

し
て
、
金
賞
を
獲
得
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
目
的
は
、
製
品
の
品
質
を

高
め
る
、
維
持
す
る
、
傾
向
・
動
向

を
調
べ
る
な
ど
で
す
。

お
金
で
賞
が
買
え
る
コ
ン
テ
ス
ト

も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
販
売
促
進
や

話
題
作
り
を
目
的
に
す
る
こ
う
し
た

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
ほ
と
ん
ど
出
品
し

て
い
ま
せ
ん
。

▼
入
賞
の
秘
訣
は
？

入
賞
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

品
質
の
賞
で
あ
り
、
嗜
好
は
別
で
す
。

個
性
で
は
な
く
、
基
準
と
な
る
目
標

到
達
を
目
指
す
審
査
で
す
。

社
員
が
商
品
を
デ
ザ
イ
ン

観
光
協
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も

▼
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
が
素
敵
で
す
ね
。

北
海
道
、
小
樽
ら
し
さ
を
大
事
に

考
え
て
、
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
瓶
、

化
粧
箱
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
多

く
を
社
員
が
考
え
て
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
ま
す
。
難
し
い
デ
ザ
イ
ン
は
、
専

門
の
業
者
に
任
せ
ま
す
。
瓶
の
製
造

業
者
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、
瓶
の

デ
ザ
イ
ン
は
選
び
が
た
く
な
っ
て
い

ま
す
。
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
へ
の
変

更
を
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
北
海
道
ら
し
く
ア
イ
ヌ

模
様
を
使
っ
た
ラ
ベ
ル
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
り
し
て
、
よ
り
観
光
土
産
品
と

し
て
の
地
域
の
特
長
を
出
せ
る
デ
ザ

イ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
ア
ニ
メ
の
広
告
は
？

小
樽
観
光
協
会
で
出
し
て
い
る
小

樽
潮
風
高
校
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
造

り
酒
屋
の
娘
と
い
う
設
定
で
す
。
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
作
り
は
専
門
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
依
頼
し
ま
し
た
。
（
左
が
広
告
の

一
例
）

『
酒
』
文
化
遺
産
で
世
界
へ

▼
酒
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
？

『
伝
統
的
酒
造
り
』
が
二
〇
二
四

年
12
月
５
日
に
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
正
式

名
称
は
『
日
本
の
伝
統
的
な
こ
う
じ

菌
を
使
っ
た
酒
造
り
技
術
』
で
日
本

酒
、
焼
酎
、
泡
盛
、
み
り
ん
が
該
当

し
ま
す
。

田
中
酒
造
で
は
、
登
録
に
向
け
て

積
極
的
に
活
動
を
し
ま
し
た
。
日
本
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試飲コーナー（人気の宝川からみ
りんまで楽しめる。）

落
合
、
坂
東
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

亀
甲
蔵
で
は
酒
造
り
を
見
学
で
き
る



酒
を
国
際
化
す
る
の
に
最
も
有
効
な

方
法
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

日
本
酒
が
生
き
残
る
に
は
、
『
世
界

の
酒
』
の
仲
間
入
り
を
す
る
の
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
従
業
員
数
、
会
社
の
目
標
は
？

従
業
員
は
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
含
め
、
約
40
名
で
す
。

中
国
人
社
員
や
ケ
ニ
ア
人
の
ア
ル
バ

イ
ト
が
い
て
、
従
業
員
も
国
際
化
し

て
い
ま
す
し
、
国
内
が
人
手
不
足
で

大
変
困
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
外
国
人
を
採
用
す
る
つ
も

り
で
す
。
働
く
場
も
国
際
化
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
若
者
は
働
か
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ゆ
と
り
教
育
や
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ま
ま

で
い
く
と
、
日
本
人
の
上
司
は
外
国

人
で
あ
る
の
が
当
た
り
前
に
な
り
ま

す
。
日
本
の
若
者
に
危
機
感
を
持
ち
、

野
心
的
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

会
社
の
目
標
は
、
日
本
の
伝
統
的

な
食
文
化
、
酒
文
化
を
守
る
、
社
会

や
地
域
に
貢
献
す
る
、
な
ど
を
揚
げ

て
い
ま
す
。
業
績
面
で
は
、
年
間
売

上
髙
10
億
円
、
利
益
２
億
円
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

宝
川
、
み
り
ん
、
梅
酒
が
人
気

▼
人
気
商
品
は
何
で
す
か
。

日
本
酒
で
は
『
純
米
大
吟
醸
酒
』

が
人
気
で
す
。
日
本
人
に
は
『
み
り

ん
』
も
人
気
で
す
。
（
料
理
の
み
な

ら
ず
飲
料
に
も
適
す
る
と
の
こ
と
。
）

外
国
人
観
光
客
に
は
、
日
本
酒
の
他
、

『
梅
酒
』
な
ど
果
実
を
使
っ
た
リ
キ
ュ
ー

ル
と
い
う
お
酒
が
人
気
で
す
。
最
近

は
、
日
本
酒
に
『
ゆ
ず
果
汁
』
を
加

え
た
『
ク
ラ
フ
ト
サ
ケ
』
が
国
内
外

を
問
わ
ず
、
人
気
が
出
て
き
て
い
ま

す
。

希
少
価
値
で
売
る
戦
略

▼
地
域
限
定
酒
と
は
？

販
売
戦
略
上
に
設
定
す
る
こ
と
が

多
い
酒
の
種
類
で
す
。
ニ
セ
コ
町
産

の
米
だ
け
を
使
っ
て
造
っ
た
酒
、
小

樽
市
内
で
し
か
買
え
な
い
酒
、
こ
の

期
間
し
か
売
ら
な
い
酒
な
ど
『
限
定

品
商
法
』
と
い
っ
た
販
売
手
法
だ
と

思
っ
て
下
さ
い
。

飲
酒
離
れ
進
む
中
、
外
国
人
客
に

健
康
志
向
、
ノ
ン
ア
ル
製
品
が
人
気

▼
若
い
世
代
や
女
性
客
の
取
り
込
み

に
つ
い
て
は
？

今
の
日
本
人
は
、
老
若
男
女
で
酒

離
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
日
本
酒
業

界
で
は
、
一
生
懸
命
に
日
本
酒
の
売

れ
行
き
を
良
く
す
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。
先
進
国
で
は
、
健
康
上
の

理
由
か
ら
飲
酒
離
れ
が
進
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化

遺
産
登
録
な
ど
の
活
動
で
認
知
度
が

上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

田
中
酒
造
で
は
、
日
本
人
よ
り
も

外
国
人
に
酒
を
飲
ん
で
も
ら
う
、
買
っ

て
も
ら
う
活
動
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
に
お
い
て
は
、
酒
離
れ
は
進

ん
で
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ソ
ー
バ
ー
キ
ュ
リ
ア
ス
と
い
う
、

若
い
人
で
お
酒
は
飲
ま
な
い
が
、
宴

会
に
は
出
た
い
と
い
う
層
が
増
え
て

い
ま
す
。
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
酒
が

人
気
が
出
て
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
は
積

極
的
に
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
製
品
を
開

発
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

▼
田
中
酒
造
さ
ん
も
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
か
。

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
製
品
の
開
発
は

も
の
す
ご
く
技
術
力
が
必
要
で
す
。

低
ア
ル
コ
ー
ル
ま
で
は
こ
ぎ
つ
け
て

い
ま
す
。

▼
お
酒
以
外
の
関
連
商
品
は
ど
う
で

す
か
。

ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル

の
『
甘
酒
』
、

『
酒
ま
ん

じ
ゅ
う
・

酒
せ
ん
べ

い
』
（
写

真
上
）
な

ど
、
お
酒

を
飲
ま
な
い
お
客
様
へ
の
提
供
商
品

が
大
事
で
す
が
、
あ
ま
り
上
手
く
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
を
経
て
、
今

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
労
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
ど
ん
な
状
況
で
し
た
か
。

観
光
客
が
激
減
し
、
酒
は
全
く
売

れ
な
い
し
、
原
料
米
は
大
量
に
余
る

と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
が
約
３
年
間

続
き
ま
し
た
。
米
を
原
料
と
し
た
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
製
造
し
ま
し
た

が
、
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
的
に
は
、
静
か
に
し
て
、
我

慢
し
て
、
企
業
体
力
を
温
存
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
た
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
３

年
間
は
長
か
っ
た
の
で
、
経
営
的
に

は
、
未
だ
後
遺
症
が
残
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
銀
行
か

ら
借
り
入
れ
た
お
金
を
ま
だ
返
済
し

終
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍

が
襲
っ
て
き
た
ら
、
仕
事
を
止
め
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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【
田
中

一
良

社
長

語
録
】

田
中
社
長
の
ご
経
験
を
通
し
て
の

貴
重
な
お
話
か
ら
心
に
残
っ
た
言
葉

を
お
届
け
す
る
。

・
「
他
の
人
が
真
似
で
き
な
い
こ
と

を
や
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
が
大
事
。
」
「
戦
略
は
パ
タ
ー

ン
作
り
。
」

『
観
光
造
り
酒
屋
事
業
』
と
い
う

言
葉
は
田
中
さ
ん
が
作
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
が
下
に
見
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。
田
中
さ
ん
が
会
社
経

営
者
と
し
て
考
え
抜
い
た
こ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
は
今
や
大
学
で
教
え
る

研
究
者
た
ち
も
研
究
し
、
世
間
が
注

目
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

・
「
経
営
環
境
は
絶
え
ず
変
化
し
て

い
る
。
予
測
し
て
先
ん
じ
て
動
く
セ

ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
罠
も
あ
る
。
」

コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
、
令
和
の
米
騒

動
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
、
こ
の
数
年

で
酒
造
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
め
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
っ
て
い
る
。
お
話
か
ら

経
営
者
と
し
て
の
判
断
力
が
問
わ
れ

る
厳
し
さ
を
垣
間
見
た
。

・
「
お
酒
の
飲
め
な
い
人
生
は
寂
し

い
よ
。
お
酒
を
楽
し
め
る
の
は
文
化

だ
よ
。
」

高
校
生
の
私
た
ち
に
は
ま
だ
わ
か

ら
な
い
世
界
だ
が
、
お
酒
が
媒
体
と

な
る
豊
か
な
世
界
が
あ
る
こ
と
を
予

想
で
き
た
。

・
「
酒
造
り
は
麹
菌
や
酵
母
な
ど
、

微
生
物
相
手
な
の
で
難
し
い
。
」

酒
造
り
に
つ
い
て
は
、
生
物
学
か

ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
く
な
る
奥
深

い
テ
ー
マ
だ
と
感
じ
ら
れ
た
。

【
取
材
を
終
え
て
】

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
地
域
取
材

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
田
中
社
長
の

思
い
出
や
苦
労
話
、
未
来
に
向
け
て
、

観
光
地
小
樽
に
相
応
し
い
経
営
戦
略
、

経
済
や
政
治
に
関
す
る
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
（
坂
東

元
）


